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可 

決

条
例
改
正

12月定例会12月定例会

12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
を
12
月
６
日

～
12
月
22
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

補
正
予
算
は
予
算
決
算
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

補
正
予
算（
４
～
７
ペ
ー
ジ
）

　

２
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
８
～
11
ペ
ー
ジ
）

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
が
市

政
を
問
い
ま
し
た
。

（
14
～
17
ペ
ー
ジ
）

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
13
ペ
ー
ジ
）

■
同
意
第
１
号
　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

津
田
　
泰
成
さ
ん
　（
美
土
里
町
）

同　
　

意

■
議
案
第
75
号

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
監
査

委
員
条
例
」「
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
。

■
質
疑
・
討
論
な
し可　

　

決

■
議
案
第
76
号

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
益
的
法

人
や
特
定
法
人
の
解
散
に
伴
い
対
象
を
削
除
、

合
併
に
伴
い
名
称
を
変
更
す
る
も
の
。

■
質
疑
・
討
論
な
し可　

　

決

■
議
案
第
77
号

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
．１
０
月
分
引

上
げ
、支
給
月
数
を
４
．５
０
月
分
に
改
正
す
る
。

討　
　

論

反
対
討
論

山
根　

人
事
院
勧
告
は
一
般
職
に
対
す
る
も
の

で
あ
り
、
特
別
職
等
が
準
じ
る
必
要
は
な
い
。

市
の
財
政
状
況
の
厳
し
さ
を
説
明
し
て
き
た
市

長
が
、
自
ら
の
期
末
手
当
引
上
げ
を
求
め
る
こ

と
に
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
反
対
。

賛
成
討
論

熊
高　

こ
れ
ま
で
に
も
人
事
院
勧
告
に
対
す
る

給
与
の
改
定
は
、
基
本
的
に
準
じ
て
や
っ
て
き

た
。
途
中
で
変
え
る
と
そ
の
流
れ
が
非
常
に
難

し
く
な
る
、
と
こ
れ
ま
で
議
会
の
中
で
協
議
が

あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
賛
成
。

可　
　

決

■
議
案
第
78
号

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
給
料
表
の
引
上
げ

と
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
．１
０
月
分
引

上
げ
、支
給
月
数
を
４
．５
０
月
分
に
改
正
す
る
。

■
質
疑
・
討
論
な
し可　

　

決

12月22日
定例会最終日

12月6日
定例会初日

特別職･市議会議員の期末手当引き上げ
市職員給与、期末手当引き上げ
会計年度任用職員の勤勉手当支給へ
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12月定例会12月定例会
■
議
案
第
79
号

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
６
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
条
例
を
整

備
す
る
。

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

■
議
案
第
80
号

○
広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
広
島
県
市

町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　

組
合
市
町
の
職
員
に
対
す
る
退
職
手

当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

府
中
町
を
追
加
す
る
も
の
。

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

■
議
案
第
83
号

○
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
。

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

■
発
議
第
９
号

提
出
者　

山
本（
優
）／
賛
成
者　

先
川

○
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
．

１
０
月
分
引
上
げ
、
支
給
月
数
を
４
．

５
０
月
分
に
改
正
す
る
も
の
。

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

■
議
案
第
86
号

令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
６
号

（
修
正
案
も
含
む
）

■
質
疑
な
し

討　
　

論

原
案
賛
成　

修
正
案
反
対

秋
田　

認
定
こ
ど
も
園
基
本
構
想
作
成

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
３
月
議
会
か
ら

８
か
月
間
、
市
の
広
報
誌
で
周
知
を

図
っ
て
い
る
と
改
め
て
認
識
し
た
。
こ

の
議
論
の
重
要
課
題
の
一
つ
に
財
政
面

の
負
担
軽
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。
提
案
さ

れ
た
候
補
地
は
他
の
場
所
を
選
定
す
る

よ
り
は
優
位
だ
と
認
識
し
、
こ
の
委
託

料
は
予
算
計
上
す
べ
き
と
考
え
る
。

熊
高　

（
認
定
こ
ど
も
園
基
本
構
想
作

成
業
務
委
託
料
）
議
論
の
中
心
は
、
ま

ず
は
安
全
性
を
確
保
す
る
と
い
う
緊
急

性
が
第
一
、
そ
し
て
財
政
上
の
合
理
性

や
学
校
区
の
問
題
も
含
め
た
将
来
性
。

基
本
構
想
を
早
急
に
作
っ
て
、
市
民
や

関
係
者
と
議
論
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
。

修
正
案
賛
成

山
本（
数
）　

保
護
者
、
既
存
事
業
者
、

地
域
住
民
へ
丁
寧
で
誠
実
な
対
応
が
さ

れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う

提
案
理
由
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
修

正
案
に
賛
成
す
る
。

修
正
案

可　
　

決

修
正
案
を
除
く
原
案

可　
　

決

■
議
案
第
81
号

○
公
共
施
設
使
用
料
の
適
正
化
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

討　
　

論

反
対
討
論

山
本（
数
）　

改
正
に
よ
る
負
担
が
重
荷

と
な
り
、
活
動
が
縮
小
や
解
散
、
新
規

の
参
入
が
阻
ま
れ
た
り
す
る
と
思
う
。

財
政
か
、
市
の
活
性
化
を
問
わ
れ
た
ら
、

市
の
活
性
化
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

熊
高　

我
々
今
生
き
て
い
る
も
の
が
、

将
来
に
向
か
っ
て
ど
う
対
策
を
練
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
む
し
ろ
大
事
で

は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
賛
成
す
る
。

可　
　

決

■
議
案
第
95
号

○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

７
号

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
１
世
帯

当
た
り
７
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

■
質
疑

南
澤　

他
自
治
体
で
は
、
年
内
に
支
給

さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
の
振
込

開
始
時
期
が
遅
れ
る
理
由
は
。

福
祉
保
健
部
長　

前
回
と
対
象
者
条
件

が
異
な
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
、
対
象
世

帯
を
特
定
す
る
作
業
の
都
合
上
、
２
月

上
旬
か
ら
の
給
付
開
始
と
な
っ
て
い
る
。

■
討
論
な
し

可　
　

決

12月12日
補正予算採決
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主
な
質
疑

《
行
政
委
員
会
総
合
事
務
局
》

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

生
徒
議
会
の
参
加
者
が
従
来
は
輪

番
中
学
校
２
年
生
全
員
だ
っ
た

が
、
今
年
度
か
ら
全
中
学
校
の
代

表
者
制
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

バ
ス
借
上
料
14
万
円
減
額
す
る
件

に
つ
い
て

熊
高　

新
し
い
形
態
に
な
り
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
今
後
の
関
わ
り

方
は
変
わ
る
の
か
。

事
務
局
長　

こ
れ
ま
で
は
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
が
主
催
で
あ
っ

た
が
、
執
行
部
、
関
係
部
局
が
協

力
し
て
行
う
形
に
変
わ
っ
た
。

《
産
業
部
》

【
農
林
水
産
課
】

廃
止
た
め
池
の
下
流
水
路
整
備
に

係
る
県
費
補
助
に
つ
い
て

秋
田　

９
月
の
補
正
予
算
で
71
ヶ

所
の
要
望
が
あ
っ
た
と
の
説
明
だ

が
進
捗
は
。

課
長　

71
件
中
、
昨
年
度
末
で
40

件
。
今
年
４
件
完
了
し
て
い
る
。

早
く
対
応
で
き
る
よ
う
交
渉
中
で

あ
る
。

　《
教
育
委
員
会
》

【
教
育
総
務
課
】

老
朽
化
し
て
い
る
小
学
校
児
童
用

の
机
・
椅
子
更
新
の
た
め
の
備
品

購
入
費
に
つ
い
て

南
澤　

机
は
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン

の
導
入
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

課
長　

ち
ょ
っ
と
大
き
い
サ
イ
ズ

の
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

規
格
に
更
新
す
る
。

転
落
防
止
対
策
等
も
行
う
。

補正予算補正予算

一般会計
修正案可決

補正の主な内容
①通常分：若手職員などの給料月額の引上げや期末・勤勉手当の支給月数の引上げに伴

う人件費、基金への積立、生活保護費の増額など
②災害関連：林道の土砂撤去などに係る工事請負費
③新型コロナウイルス感染症関連：個別接種促進のための支援事業に係る補助金の増額

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
５
年
度

委 

員 

長　
　

石
飛　

慶
久

副
委
員
長　
　

南
澤　

克
彦

委　
　

員　
　

議
長
を
除
く

　
　
　
　
　
　

全
議
員

委員長報告（抜粋）

原　案
（執行部提案）

修正案（可決）
（認定こども園基本構想作成業務委託料 削減）

令 和 ５ 年 度
補 正 予 算
第 ６ 号

予算総額218億1273万3千円

6億4783万8千円

11月21日
生徒議会

12月7日
予算決算常任委員会

▲613万8千円
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補正予算補正予算
【
学
校
教
育
課
】

教
職
員
負
担
軽
減
の
た
め
の

給
食
支
援
員
（
３
学
期
か
ら

吉
田
中
に
２
名
）
の
試
行
的

配
置
に
つ
い
て

熊
高　

試
行
の
結
果
に
よ
っ

て
全
学
校
に
展
開
す
る
と
い

う
受
け
止
め
で
よ
い
か
。

課
長　

試
行
的
実
施
を
経

て
、
段
階
的
に
他
校
へ
の
導

入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
（
全
校
13
科
目
分
）

の
購
入
費
１
１
１
４
万
６
千

円
に
つ
い
て

田
邊　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

使
う
の
は
今
年
度
か
ら
か
。

課
長　

教
科
書
は
４
年
毎
に

採
択
替
え
を
す
る
も
の
で
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
使
用
す

る
も
の
を
今
年
度
採
択
し

た
。
今
回
整
備
す
る
も
の
は

２
０
２
４
年
度
か
ら
使
用
す

る
。

《
企
画
部
》

【
政
策
企
画
課
】

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
１

億
４
千
万
増
額
に
つ
い
て

金
行　

要
因
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
認
知
度
が
高
ま
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
と
判
断
し
て

い
る
。

吉
田
高
校
・
向
原
高
校
の
生

徒
会
に
使
途
を
委
ね
る
高
校

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
各
１

０
０
万
円
）
に
つ
い
て

南
澤　

取
り
組
み
の
評
価
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

課
長　

事
業
終
了
後
（
１
学

期
末
）
に
執
行
部
に
対
し
て

事
業
実
績
報
告
会
を
設
け
た

い
。

▲吉田高校・向原高校のSNS

4月

2022

1,571
695

1,258
876

1,521
855

1,305 1,191

11,344

861

2,089 2,309 2,836
3,755

9,253

736

前年比
2.8倍

前年比
9.5倍

前年比
1.6倍

前年比
3.2倍

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

ふるさと納税 2022･2023年の寄付額の比較

2022年４月～11月　計 １億   363万円
2023年４月～11月　計 ３憶2,097万円
　　　　　　　　　　 （前年比 3.1倍）

（万円）

2023

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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予算修正案予算修正案

執
行
部
へ
の
質
疑

山
本（
数
）　

関
係
、
保
護
者

や
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
市

広
報
６
月
・
７
月
号
で
十
分

だ
と
捉
え
て
の
提
出
か
。

市
長　

理
解
を
得
る
た
め
に

基
本
構
想
が
必
要
だ
と
３
月

か
ら
言
っ
て
い
る
。

田
邊　

３
月
以
降
、
常
友
住

宅
の
跡
地
は
ど
う
か
、
と
提

案
を
し
た
。
比
較
結
果
を
示

し
て
ほ
し
い
。

市
長　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園

と
常
友
住
宅
は
接
道
が
異
な

る
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
あ
れ

ば
今
の
道
路
で
対
応
可
。
常

友
住
宅
は
あ
れ
で
は
回
ら
な

い
。
道
路
整
備
に
数
億
規
模

で
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

の
場
所
は
公
園
を
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
さ
も
な
け
れ

ば
農
地
に
戻
さ
な
い
と
い
け

な
い
。
公
園
と
こ
ど
も
園
を

そ
れ
ぞ
れ
別
で
整
備
す
る
よ

り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
複
合

施
設
に
す
る
方
が
圧
縮
し
や

す
く
な
る
。

田
邊　

民
設
民
営
で
あ
れ
ば

市
の
負
担
は
１
／
４
で
済
む

が
、
公
設
で
あ
れ
ば
全
額
市

の
負
担
に
な
る
。
そ
の
辺
り

は
ど
う
検
討
し
た
の
か
。
比

較
検
討
し
た
結
果
を
教
え
て

欲
し
い
。

市
長　

変
数
を
増
や
す
と
解

く
の
が
難
し
く
な
る
。
予
算

制
約
を
前
提
に
、優
先
順
位
、

安
全
を
考
え
、
速
や
か
に
工

事
が
進
む
も
の
と
い
う
の
が

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
を
選
ぶ

大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
だ
。

企
画
部
長　

差
に
つ
い
て
は

ま
だ
具
体
的
に
話
が
で
き
な

い
。

　

た
だ
概
要
と
し
て
常
友
住

宅
で
は
余
計
な
費
用
が
か
か

り
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
に

公
園
を
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
で
二
重
投
資
と
な
り
、

総
額
で
み
る
と
明
ら
か
に
常

友
住
宅
が
多
く
な
る
。

南
澤　

明
確
に
示
せ
る
の
は

基
本
構
想
が
で
き
て
か
ら
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
こ
で
基
本

構
想
に
つ
い
て
議
論
し
、
判

断
す
る
の
か
。

企
画
部
長　

基
本
構
想
作
成

の
後
、基
本
計
画
作
成
の
際
、

予
算
計
上
す
る
。
ま
た
委
員

会
等
で
説
明
を
求
め
ら
れ
れ

ば
対
応
で
き
る
。

秋
田　

基
本
構
想
作
成
後
、

保
護
者
・
住
民
説
明
と
あ
る

が
、
住
民
の
声
を
受
け
て
も

候
補
地
は
変
わ
ら

な
い
の
か
、
意
見

を
聞
い
て
変
わ
る

の
か
。

市
長　

保
護
者
・

地
域
の
方
が
「
ダ

メ
だ
」
と
言
っ
た

ら
変
え
る
と
い
う

話
で
は
な
い
。
執

行
部
は
「
１
小
学

校
区
１
保
育
所
」

の
原
則
は（
今
回
）

例
外
扱
い
と
す
る

と
説
明
し
て
い

る
。
民
意
と
し
て

原
則
を
崩
し
ち
ゃ

な
ら
ん
と
い
う
の

な
ら
、
原
則
か
ら

見
直
す
べ
き
だ
。

た
だ
し
そ
れ
は
こ

ど
も
園
に
と
ど
ま

ら
ず
、
小
学
校
区
の
見
直
し

が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
か
ら

先
、
小
学
校
の
統
廃
合
は
必

然
だ
。
そ
の
議
論
を
や
っ
て

も
構
わ
な
い
が
、
膨
大
な
時

間
が
か
か
り
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
が
な
い
が
し
ろ
に
な

る
。

修正案は「認定こども園基本構想作成業務委託料」613万8000円を削除するもの
2023年３月の当初予算でも修正・削除されている。当事業は吉田保育所、みつや保育
所、吉田幼稚園を統合し、旧田んぼアート公園予定地に公園と一体型の認定こども園を
整備するための基本構想を作成するもので、当該保育施設は土砂災害特別警戒区域にあ
り、老朽化も著しく、移転・新設は市政の喫緊の課題である。

予算　修正案の議論

地図 （地理院タイルを加工して作成）

約５
km

約５
km
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予算修正案予算修正案

修 

正 

案

�

提
案
者
：
芦
田

　

市
の
提
案
す
る
旧
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
公
園
予
定
地
は
現
在

の
保
育
所
、
幼
稚
園
か
ら
は

約
5
㎞
も
離
れ
、
自
動
車
を

所
有
せ
ず
、
徒
歩
や
自
転
車

で
送
迎
し
て
い
る
保
護
者
は

利
用
が
困
難
と
な
る
。

　

施
設
の
移
転
に
よ
り
、
約

１
５
０
人
に
及
ぶ
子
ど
も
た

ち
が
吉
田
地
区
か
ら
可
愛
地

区
に
通
園
す
る
こ
と
に
な

り
、
送
迎
は
保
護
者
の
大
き

な
負
担
と
な
る
。
市
役
所
、

警
察
、
医
療
機
関
、
商
工
業

施
設
な
ど
市
の
主
な
都
市
機

能
は
吉
田
町
に
集
中
し
て
お

り
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
も
中
心
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

吉
田
地
区
か
ら
可
愛
地
区

に
保
育
所
、
幼
稚
園
の
移
転

が
実
施
さ
れ
る
と
、
子
育
て

の
最
も
重
要
な
施
設
が
市
で

最
大
の
人
口
を
持
つ
吉
田
町

の
中
心
地
か
ら
な
く
な
る
こ

と
に
な
り
、
１
小
学
校
区
に

１
保
育
所
の
原
則
に
反
す

る
。
子
育
て
に
関
わ
る
大
き

な
空
白
地
域
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
、
将
来
の
都
市
計
画

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
危

惧
す
る
。

　

保
護
者
や
住
民
に
理
解
を

得
る
対
応
も
不
十
分
で
あ
る
。

　

移
転
に
つ
い
て
、
経
済
効

率
性
の
視
点
は
重
要
な
要
素

の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
利
用

者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
子
育
て
支
援
最
優

先
で
検
討
す
る
事
、
保
護
者

な
ど
関
係
者
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ

そ
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

顕
在
化
し
た
諸
課
題
・
諸

問
題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
、

基
本
構
想
策
定
に
着
手
す
る

こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

修
正
案
に
対
す
る
質
疑

�

※
答
弁
は
提
案
者

熊
高　

送
迎
の
課
題
は
登
園

バ
ス
な
ど
を
条
件
と
す
る
議

論
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。
ど

の
よ
う
に
見
込
み
を
し
て
い

る
か
。

芦
田　

現
時
点
で
ど
の
保
育

所
も
送
迎
を
や
る
よ
う
に
な

っ
て
い
な
い
と
確
認
を
し
て

い
る
。

熊
高　

バ
ス
の
運
行
も
要
望

し
な
が
ら
通
園
し
や
す
い
環

境
を
作
っ
て
い
け
る
可
能
性

は
高
い
と
思
う
が
。

芦
田　

学
校
の
よ
う
に
始

業
・
終
業
時
間
が
決
ま
っ
て

い
れ
ば
送
迎
も
簡
単
で
あ
る

が
、
保
育
所
は
保
護
者
の
働

き
方
が
多
様
な
の
で
送
迎
時

間
帯
は
様
々
で
あ
る
。
送
迎

に
対
応
す
る
の
は
コ
ス
ト
的

に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

討　
　

論

原
案
賛
成･

修
正
案
反
対

田
邊　

３
月
に
は
修
正
案
を

出
し
た
立
場
で
、
常
友
住
宅

跡
地
の
提
案
を
し
た
。
本
日

の
審
査
で
、
比
較
を
し
た
か

っ
た
が
、
具
体
的
な
材
料
は

基
本
構
想
が
な
い
と
出
て
こ

な
い
と
い
う
答
弁
で
あ
っ

た
。
今
後
、
審
議
し
て
い
く

上
で
基
本
構
想
が
必
要
で
あ

ろ
う
と
判
断
し
、
原
案
に
賛

成
す
る
。

南
澤　

３
月
の
否
決
以
来
、

（
代
替
地
の
）
提
案
を
行
い

比
較
を
試
み
た
が
、
基
本
構

想
が
な
け
れ
ば
比
較
対
象
も

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
ず

は
比
較
対
象
を
作
る
た
め
に

原
案
を
一
歩
進
め
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
判
断
に
至
っ

た
。
基
本
構
想
が
で
き
て
、

改
め
て
比
較
し
た
上
で
判
断

を
し
て
い
き
た
い
。

熊
高　

３
月
か
ら
一
貫
し
て

見
方
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。

安
全
性
の
確
保
、
財
政
に
視

点
を
お
い
た
合
理
的
な
計
画

を
作
る
た
め
に
基
本
構
想
が

必
要
で
あ
る
。

秋
田　

市
民
の
声
を
聞
く
の

は
議
員
と
言
わ
れ
る
が
、
基

本
構
想
を
も
と
に
執
行
部
に

説
明
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も

そ
れ
を
材
料
に
説
明
し
て
い

け
ば
い
い
。
基
本
構
想
は
作

る
べ
き
と
考
え
、
修
正
案
に

反
対
す
る
。

修
正
案
賛
成

■
討
論
な
し

修
正
案
可
決

12月7日
予算決算常任委員会

（認定こども園関連）
　議 決 風 景
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総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

11
月
27
日
、
12
月
6

日
・
18
日
・
20
日
に
委

員
会
を
開
き
、
慎
重
に

審
査
等
行
い
ま
し
た
。

■
主
な
審
査

・
公
共
施
設
使
用
料
の

適
正
化
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

�

他
２
件

■
所
管
事
務
調
査

・
認
定
こ
ど
も
園
基
本

構
想
作
成
業
務
に
つ

い
て

・
芸
備
線
の
存
続
に
係

る
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

他
３
件

委 

員 

長�

芦
田
宏
冶

副
委
員
長�

山
本
数
博

委　
　

員�

南
澤
克
彦

�

田
邊
介
三

�

先
川
和
幸

�

熊
高
昌
三

�

秋
田
雅
朝

�

大
下
正
幸

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

主
要
集
会
所
な
ど
41

施
設
と
新
規
1
施
設
の

令
和
６
年
度
以
降
の
指

定
管
理
者
と
契
約
期
間

の
議
決
を
求
め
る
も
の

■
質
疑

田
邊　

指
定
期
間
が
１

年
の
も
の
、
３
年
の
も

の
が
あ
る
が
昨
年
の
説

明
で
、
運
用
を
見
直
す

た
め
に
１
年
に
し
、
よ

け
れ
ば
３
年
に
す
る
と

い
う
説
明
で
あ
っ
た
が
、

今
回
１
年
に
し
た
も
の

は
今
年
見
直
し
を
開
始

す
る
と
い
う
考
え
で
よ

ろ
し
い
か
。

財
政
課
長　

１
年
の
指

定
管
理
に
変
更
し
た
も

の
は
こ
の
１
年
状
況
を

検
証
す
る
と
い
う
こ
と
。

可　
　

決

学
校
教
育
施
設
整
備

基
金
条
例

　

教
育
施
設
の
財
産
処

分
に
伴
い
、
学
校
施
設

整
備
に
要
す
る
経
費
に

充
て
る
事
を
目
的
と
し

た
基
金
を
設
置
す
る
も

の

可　
　

決

公
共
施
設
使
用
料
の
適

正
化
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
鉄
道

に
係
る
駅
舎
等
施
設
の

使
用
料
に
係
る
料
金
を

値
上
げ
す
る
も
の
で
、

文
化
施
設
で
は
平
均
１
．

５
倍
の
値
上
げ

実
施
日

令
和
６
年
７
月
１
日

■
質
疑

南
澤　

今
回
の
改
定
料

金
は
１
．
５
倍
を
上
限

と
し
た
と
あ
る
が
、
そ

れ
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
の
取
扱
い
は
。

財
政
課
長　

基
本
的
に

は
５
年
毎
の
見
直
し
と

考
え
て
い
る
。

■
討
論

反
対
討
論

山
本（
数
）　

値
上
げ
に

よ
り
、
文
化
活
動
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
縮
小
し
、

チ
ー
ム
や
サ
ー
ク
ル
の

減
少
を
伴
い
、
活
気
の

な
い
町
に
な
る
。
よ
っ

て
、
値
上
げ
に
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

田
邊　

９
月
の
総
務
文

教
常
任
委
員
会
で
の
説

明
で
議
論
は
進
ん
で
納

得
し
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
料
金
が
上
が
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
活
動

が
自
粛
、
縮
小
す
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
賛
成
。

南
澤　

受
益
者
が
自
分

た
ち
が
得
て
い
る
権
益

に
対
し
て
負
担
を
し
て
、

財
政
負
担
を
軽
減
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
り
、

賛
成
す
る
。

可　
　

決

所
管
事
務
調
査

認
定
こ
ど
も
園
基
本
構

想
作
成
業
務
に
つ
い
て

　

吉
田
町
中
心
部
に
あ

る
３
つ
の
保
育
所
が
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ

る
事
と
老
朽
化
の
た
め

施
設
を
統
合
し
、
山
手

地
区
の
旧
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
予
定
地
に
移
設
す
る

と
い
う
も
の

■
目
的　

３
月
以
降
の

執
行
部
の
現
状
認
識
を

確
認
す
る
。

■
質
疑
応
答
か
ら

　

各
委
員
か
ら
、
地
元

関
係
者
や
移
転
先
の
保

育
事
業
者
へ
の
事
前
の

理
解
を
求
め
る
事
が
必

要
と
の
問
い
に
対
し
、

執
行
部
か
ら
は
、
２
０

２
８
年
開
園
予
定
で
、

住
民
説
明
会
や
保
育
事

業
者
へ
の
説
明
は
基
本

計
画
の
作
成
が
な
け
れ

ば
進
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
の
認
識
が
示
さ

れ
る
。

芸
備
線
の
存
続
に
係
る

本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

再
構
築
協
議
会
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
県
知

事
の
参
加
呼
び
か
け
に

広
島
・
三
次
両
市
は
参

加
の
意
向
を
示
し
た
が
、

本
市
は
参
加
し
な
い
と

し
た

■
目
的　

市
の
考
え
を

明
ら
か
に
す
る
。

■
質
疑

山
本（
数
）　

市
長
は
４

月
の
記
者
会
見
で
「
芸

備
線
の
赤
字
は
、
三
次
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と
白
木
間
の
赤
字
が
改

善
す
れ
ば
全
線
の
維
持

に
確
実
に
貢
献
で
き
る

は
ず
。
収
益
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
活
性
化
に

励
み
た
い
。
」
と
発
言

さ
れ
て
い
る
。
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

市
長　

今
回
は
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
庄
原
と

新
見
に
声
が
か
け
ら
れ

た
も
の
で
、
何
を
目
的

と
し
て
い
る
の
か
は
明

ら
か
。
市
と
し
て
利
益

を
最
大
化
す
る
た
め
に

こ
の
様
な
対
応
を
と
っ

た
。
市
と
す
れ
ば
、
県

に
「
再
構
築
協
議
会
は

新
見
か
ら
広
島
ま
で
全

線
を
対
象
に
す
べ
き
」

と
申
し
入
れ
た
。
ま
た

「
三
次
市
・
安
芸
高
田

市
・
広
島
市
で
再
構
築

協
議
会
を
作
っ
て
は
」

と
も
申
し
入
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
申
し
入

れ
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
県
に
は
申
し

訳
な
い
が
同
調
で
き
な

い
。
三
次
広
島
両
市
は

体
力
的
に
受
け
止
め
ら

れ
る
が
、
本
市
は
そ
う

で
は
な
い
。
よ
っ
て
そ

こ
に
は
く
み
し
な
い
。

こ
れ
が
市
の
立
場
、
そ

の
観
点
に
立
っ
た
見
解

で
あ
る
。

学
校
規
模
適
正
化
推
進

事
業
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
で
10
～

11
月
中
に
素
案
作
成
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
・
住
民
説
明
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ

れ
た
が
、
11
月
末
現
在
、

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

第
3
回
保
護
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
、
３
１
１

件
と
多
く
の
意
見
が
あ

り
、
保
護
者
の
理
解
と

不
安
の
解
消
を
図
る
た

め
、
意
見
を
集
約
し
再

度
丁
寧
に
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
4

回
目
の
保
護
者
説
明
会

を
開
催
し
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
９

月
に
示
し
た
時
よ
り
も

全
体
的
に
３
か
月
程
度

ず
れ
込
ん
で
い
る
。

■
目
的　

予
定
に
な
か

っ
た
第
4
回
目
の
中
学

校
統
合
説
明
会
の
案
内

が
保
護
者
向
け
に
届
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
調
査
す
る
。

■
質
疑

南
澤　

9
月
の
委
員
会

で
は
、（
次
の
）3
月
議

会
で
議
決
を
求
め
る
と

い
う
説
明
だ
っ
た
。
3

月
で
は
な
く
、
そ
れ
以

降
に
な
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

そ
の

通
り
。

南
澤　

い
つ
に
な
る
の

か
事
前
に
案
内
は
あ
る

か
。

教
育
総
務
課
長　

都
度
、

委
員
会
で
報
告
す
る
。

閉
会
中
の
所
管
事
務
継

続
調
査
に
つ
い
て

・
学
校
規
模
適
正
化
推

進
事
業

・
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
存
続
に

係
る
本
市
の
取
組
み

・
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

議
会
閉
会
中
の
調
査

事
項
と
し
た
。

総務文教総務文教

12月20日
（閉会中の継続調査）

12月18日
（議案審査等）

11月27日
所管事務調査

（認定こども園）
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

12
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、
慎
重
に
審
査

等
行
い
ま
し
た
。

■
主
な
審
査

・
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

�

他
１
件

■
所
管
事
務
調
査

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
現
状
と
企
業
誘

致
に
つ
い
て

�

他
１
件

■
報
告
事
項

・
川
根
診
療
所
の
整
形

外
科
診
療
日
数
変
更

に
つ
い
て�

他
１
件

委 

員 

長�

山
根
温
子

副
委
員
長　

新
田
和
明

委　
　

員　

武
岡
隆
文

　
　
　
　
　

石
飛
慶
久

　
　
　
　
　

山
本　

優

　
　
　
　
　

宍
戸
邦
夫

　
　
　
　
　

金
行
哲
昭

　
　
　
　
　

児
玉
史
則

産業厚生産業厚生

報
告
事
項

川
根
診
療
所
の
整
形
外

科
診
療
日
数
変
更
に
つ

い
て

　

毎
週
水
曜
日
の
診
療

を
来
年
度
か
ら
第
１
・

第
３
水
曜
日
の
月
２
回

に
変
更
す
る
も
の

■
質
疑

宍
戸　

ど
の
よ
う
な
理

由
で
診
療
所
の
利
用
が

少
な
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。

健
康
長
寿
課
長　

お
太

助
ワ
ゴ
ン
や
、
川
根
地

域
の
も
や
い
便
の
運
行

に
よ
り
、
遠
く
へ
の
受

診
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
が
、
大
き
な
一
因
と

考
え
て
い
る
。

宍
戸　

閉
鎖
し
て
い
く

状
況
に
陥
る
の
で
は
。

市
長　

受
診
状
況
を
踏

ま
え
提
供
の
回
数
を
減

ら
す
こ
と
を
話
し
て
い

る
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
関
す

る
こ
と

　

広
島
県
で
は
、
24
年

度
よ
り
全
国
に
先
駆
け

て
、
地
域
課
題
で
あ
る

鳥
獣
被
害
の
さ
ら
な
る

低
減
を
目
指
し
、
被
害

を
受
け
た
農
業
者
等
に

直
接
指
導
を
行
う
指
導

者
組
織
で
あ
る
中
間
支

援
組
織
を
設
立
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
市
で
も

こ
れ
に
参
画
し
、
よ
り

戦
略
的
に
鳥
獣
被
害
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る

■
質
疑

山
本（
優
）　

柵
の
設
置

等
の
応
援
制
度
は
あ
る

の
か
。

地
域
営
農
課
長　

今
ま

で
ど
お
り
の
補
助
金
は

あ
る
。
設
置
に
際
し
て

効
果
の
上
が
る
指
導
を

し
て
い
く
の
が
、
こ
の

組
織
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

形
）
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
予
定
の
産
前
産

後
期
間
相
当
分
の
国
民

健
康
保
険
税
を
免
除
す

る
も
の

■
質
疑

金
行　

ど
う
い
っ
た
方

が
対
象
と
な
る
の
か
。

税
務
課
長　

国
民
健
康

保
険
税
の
被
保
険
者
で

出
産
さ
れ
た
方
が
対
象

と
な
る
。
免
除
は
、
単

胎
妊
娠
の
場
合
、
出
産

予
定
月
の
前
月
か
ら
出

産
予
定
月
翌
々
月
ま
で

の
４
ヶ
月
相
当
分
と
な
る
。

　

多
胎
妊
娠
の
場
合
、

出
産
予
定
月
の
３
ヶ
月

前
か
ら
出
産
予
定
月
の

翌
々
月
ま
で
の
６
ヶ
月

相
当
分
を
減
額
す
る
も

の
。

可　
　

決

農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
浄
化
槽
整
備
事
業
に

地
方
公
営
企
業
法
の
財

務
規
定
等
を
適
用
す
る

こ
と
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

総
務
省
の
通
知
に
基

づ
き
、
農
業
集
落
排
水

事
業
及
び
浄
化
槽
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
今
年

度
末
ま
で
に
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
に
取

り
組
む
こ
と
の
要
請

で
、
本
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
、
債
務
負
担
行

為
に
よ
り
統
合
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。
既
に
、
地
方
公

営
企
業
法
の
財
務
適
用

で
運
営
し
て
い
る
「
下

水
道
事
業
会
計
」
へ
、

２
つ
の
対
象
会
計
・
事

業
を
統
合
し
そ
の
関
係

条
例
の
整
備
を
行
う
も

の

■
質
疑

石
飛　

公
営
企
業
会
計

へ
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
全
部
適
用
か
、
そ

れ
と
も
一
部
適
用
に
な

る
の
か
。

下
水
道
課
長　

今
回
に

つ
い
て
は
、
一
部
適
用

を
採
用
し
た
。
現
状
の

組
織
体
制
を
維
持
で

き
、
ま
た
、
経
営
の
内

容
、
例
え
ば
財
政
状
況

も
、
こ
の
一
部
適
用
で

十
分
把
握
で
き
る
と
判

断
し
て
い
る
。

　

全
部
適
用
だ
と
、
人

員
と
事
務
所
の
ス
ペ
ー

ス
等
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
、

下
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
一
部
適
用
で

運
営
し
て
お
り
、
こ
の

状
態
を
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

可　
　

決
12月19日

産業厚生常任委員会
（YouTube動画）
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■現地視察について
　本市はサテライトオフィスの企業誘致の取組は県内トップクラスである。この度初めて産
業厚生常任委員会として現地視察を行い、企業の取組みや課題を伺った。
　調査した企業は、起業して１年目、２年目、３年目の３社を訪問、業務内容は＜防災の仕
組みを提案する企業＞、＜農業分野にＩＣＴの導入で実証事業されている企業＞＜規格外野
菜を乾燥加工し、新たなビジネス展開をされている企業＞、それぞれ課題に挑戦されている
が、「存続も検討しないといけない」など厳しい経営状況の企業や、「地域に課題があるこ
とが会社の取り組む内容」と計画的に方向性を定めた企業など、業種や企業体の仕組みに
よって大きな違いを感じた。今回、サテライトオフィス企業との意見交換を行い継続調査と
しては終了するが、現地調査における委員間の共有課題として、経営面など相談窓口の強化
が必要との統一見解となった。
　今後は市長部局に対し調査した課題の提起として、一般質問や委員会を通じた政策提案な
ど行っていきたいと考える。

サテライトオフィスの現状と企業誘致について

　12月８日にサテライトオフィス進出企業へ現地
視察を行いました。

有害鳥獣対策に関すること

　有害鳥獣対策の取り組みとしている「移動式囲いわな」「防護柵」の設置状況を現地の動
画にて確認をした。

産業厚生産業厚生

所
管
事
務
調
査

（12月19日　産業厚生常任委員会において、新たな鳥獣害対応について、委員より現地の設置状況等説明を受ける）

◀
視
察
の
様
子

11 安芸高田市議会だより



臨時会臨時会

議案第73号　安芸高田市手数料条例の一部を改正する条例
議案第74号　工事請負契約の締結について（安芸高田市サッカー公園人工芝改修工事）
発議第８号　核兵器禁止条例の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める

意見書について

■
議
案
73
号

○
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

旅
館
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
広
島
県

の
条
例
改
正
内
容
に
沿
い
、
地
位
の
承
継

の
承
認
申
請
手
数
料
を
項
目
と
し
て
加
え

る
と
と
も
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

■
議
案
74
号

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

サ
ッ
カ
ー
公
園
人
工
芝
の
撤
去
及
び
設

置
の
た
め
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て

■
質
疑

金
行　

何
件
の
入
札
が
あ
っ
た
の
か
。

政
策
企
画
課
長　

６
社
が
入
札
に
参
加
し

た
。

南
澤　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
外
部

へ
の
流
出
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長　

今
後
、
業
者
と
対
策
を

協
議
す
る
。
具
体
的
に
は
調
整
池
に
入
る

と
こ
ろ
に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
が
流
れ
な
い
よ
う

な
対
策
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

熊
高　

将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
利
用
者
数

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長　

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用

さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。
例
え
ば
ユ
ー

ス
の
試
合（
公
式
戦
）や
少
年
少
女
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
誘
致
も
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

児
玉　

撤
去
し
た
人
工
芝
を
ど
の
よ
う
に

処
理
す
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長　

再
利
用
も
含
め
て
業
者

と
協
議
を
し
て
い
く
。

■
討
論
な
し

可　
　

決

■
発
議
８
号

�

提
出
者　

田
邊
／
賛
成
者　

南
澤

○
核
兵
器
禁
止
条
例
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
は
核
兵

器
廃
絶
の
実
現
に
向
け
、
特
別
な
役
割
と

責
務
を
負
っ
て
い
る
。
政
府
に
対
し
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

の
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
。

１　

核
兵
器
禁
止
条
約
を
早
期
に
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
。
ま
ず
は
、
本
年
11

月
に
開
催
予
定
の
第
２
回
締
約
国
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
。

２　

そ
の
上
で
、
核
保
有
国
を
含
む
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
て
い

な
い
国
に
対
し
、
署
名
・
批
准
を
要

請
す
る
こ
と
。

■
質
疑
・
討
論
な
し

可　
　

決

令和5年第1回臨時会（令和5年10月20日）

10月20日
臨時会

安芸高田市サッカー公園（吉田町西浦）
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種
　
　
　
類

番
　
　
　
号

議
　
案
　
名

議
員
名

武 

岡 

隆 

文

新 

田 

和 

明

山 

根 

温 

子

石 

飛 

慶 

久

山 

本 

　 

優

宍 

戸 

邦 

夫

金 

行 

哲 

昭

児 

玉 

史 

則

南 

澤 

克 

彦

田 

邊 

介 

三

山 

本 

数 

博

芦 

田 

宏 

治

先 

川 

和 

幸

熊 

高 

昌 

三

秋 

田 

雅 
朝

大 

下 
正 
幸

審 
査 

結 

果

議
　
決
　
日委員会 産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

会　派 清 無 清 無 清 シ 清 無 清 無 無 清
令和5年第4回　定例会(12月6日～12月22日)

議
案

第
77
号

安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 本会議 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 可決 12/6

発
議

第
9
号

安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例 本会議 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 可決 12/6

議
案

第
86
号

令和5年度安芸高田市一般会計補正予算
（第6号）修正案

委員会 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● — 可決 12/7
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● ＊ 可決 12/12

令和5年度安芸高田市一般会計補正予算
（第6号）修正部分を除く原案

委員会 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 可決 12/7
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 可決 12/12

議
案

第
81
号

安芸高田市公共施設使用料の適正化に
伴う関係条例の整備に関する条例

委員会 〇 〇 ● ＊ 〇 〇 〇 〇 可決 12/18
本会議 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ＊ 可決 12/22

議
案

第
82
号

安芸高田市公の施設の指定管理者の
指定について

委員会 〇 〇 ● ＊ 〇 〇 〇 〇 可決 12/18
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ＊ 可決 12/22

賛  否  表賛  否  表

議案 第75号 地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

議案 第76号 安芸高田市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

議案 第78号 安芸高田市職員の給与に関する条例及び安芸高田市一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部を改正する条例

議案 第79号 安芸高田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

議案 第80号 広島県市町総合事務組合の共同処理する事務の変更及び
広島県市町総合事務組合規約の変更について

議案 第83号 安芸高田市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

議案 第84号 安芸高田市農業集落排水事業及び浄化槽整備事業に地方公営企業法の財務規定等を
適用することに伴う関係条例の整備に関する条例

議案 第85号 安芸高田市学校教育施設整備基金条例

議案 第87号 令和5年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

議案 第88号 令和5年度安芸高田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

議案 第89号 令和5年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第2号）

議案 第90号 令和5年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

議案 第91号 令和5年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第2号）

議案 第92号 令和5年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特別会計補正予算（第1号）

議案 第93号 令和5年度安芸高田市下水道事業会計補正予算（第2号）

議案 第94号 安芸高田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案 第95号 令和5年度安芸高田市一般会計補正予算（第7号）

同意 第3号 安芸高田市農業委員会委員の任命の同意について
令和５年第１回    臨時会（10月20日）

議案 第73号 安芸高田市手数料条例の一部を改正する条例

議案 第74号 工事請負契約の締結について（安芸高田市サッカー公園人工芝改修工事）

発議 第8号 核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを
求める意見書について

 全員賛成の議案　※議長を除く

 賛否が分かれた議案

○…賛成       ●…反対       会派    清…清志会    シ…シセイクラブ    無…無所属
＊…議長、委員長は採決に参加しません。
—…議長は予算決算常任委員会の構成員ではありません。

13 安芸高田市議会だより



一般
質問
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一問一答

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。
 （文責は議員本人に帰属します）

宍
戸　

戸
籍
法
の
一
部

改
正
を
含
む
「
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」（
氏
名
に
振

り
仮
名
を
付
す
る
も

の
）
が
成
立
し
、
公
布

さ
れ
た
。
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
態
勢
で
事
務

を
行
お
う
と
し
て
い
る

か
。

市
民
部
長　

今
後
、
国

か
ら
の
通
知
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
事
務
の
外
部

委
託
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
体
制
を
構
築
し
て

い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

宍
戸　

当
面
の
課
題
は

何
か
。

市
民
部
長　

人
口
の
約

２
倍
に
あ
た
る
約
５
万

２
千
人
の
振
り
仮
名
の

円
滑
な
収
集
が
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

宍
戸　

こ
の
戦
略
は
、

国
が
地
球
温
暖
化
防
止

や
農
業
の
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
目
標
を
掲
げ

た
も
の
。
市
と
し
て
の

対
応
（
施
策
）
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

産
業
部
長　

市
は
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
計
画
書

の
受
付
確
認
を
行
い
、

県
へ
進
達
す
る
役
目
を

担
う
。
ま
だ
事
業
者
の

計
画
等
も
出
て
き
て
い

な
い
状
況
だ
。

（
●
マ
ー
カ
ー
の
項
目
に
つ
い
て
、
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

熊
高
　
昌
三

南
澤
　
克
彦

金
行
　
哲
昭

秋
田
　
雅
朝

田
邊
　
介
三

芦
田
　
宏
冶

宍
戸
　
邦
夫

議
員
名

17
ペ
ー
ジ

16
ペ
ー
ジ

15
ペ
ー
ジ

14
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
数

目
　
次

通称：みどりの食料シス
テム法に基づき広島県
と県内23市町が共同し
て作成した基本計画

宍戸　邦夫
（清志会）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
戸
籍
法
改
正
に
伴
う
市
の
対
応

に
つ
い
て

❷
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
つ
い
て

７人が
� 市政を問う
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芦田　宏冶
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
毛
利
元
就
郡
山
城
入
城
５
０
０

年
記
念
事
業
に
つ
い
て

②
地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

❸
安
芸
高
田
市
に
お
け
る
教
科
担

任
制
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

芦
田　

文
部
科
学
省
は

小
学
校
で
「
教
科
担
任

制
」
を
推
進
し
、
市
で

は
「
チ
ー
ム
担
任
制
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
が

相
違
点
は
。

教
育
参
事　
「
教
科
担

任
制
」
は
「
学
級
担
任

制
」
を
取
り
入
れ
て
い

る
小
学
校
高
学
年
に
お

い
て
、
特
定
の
教
科
を

受
け
持
っ
て
授
業
を
行

う
制
度
の
こ
と
。「
チ
ー

ム
担
任
制
」
は
主
た
る

担
任
は
置
く
も
の
の
学

級
担
任
を
一
人
に
固
定

せ
ず
、
学
年
を
受
け
持

つ
複
数
の
教
員
が
チ
ー

ム
と
な
り
、
教
科
指
導

や
学
年
の
運
営
等
を
行

う
も
の
。

芦
田　
「
チ
ー
ム
担
任

制
」
の
取
組
状
況
は
。

教
育
参
事　

低
・
中
・

高
学
年
で
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
い
る
。
各
学
年

そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
に
主

た
る
担
任
を
置
き
、
主

た
る
担
任
と
担
任
で
な

い
教
師
で
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
よ
り
多
く
の
視

点
で
子
ど
も
た
ち
の
学

習
や
生
活
を

見
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

芦
田　

教
員

の
働
き
方
改

革
に
つ
な
が

る
か
。

教
育
長　

　
「
チ
ー
ム

担
任
制
」
は

教
員
の
働
き

方
改
革
の
狙

い
の
一
つ
で

も
あ
る
。
生

徒
指
導
上
の

課
題
が
発
生

し
た
場
合
、
チ
ー
ム
で

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

教
員
一
人
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
そ
の
分
早
い

解
決
に
つ
な
が
る
こ
と

に
も
な
る
。

吉田小学校での授業風景

田邊　介三
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
２
０
２
４
年
の
選
挙
に
つ
い
て

②
ま
と
め
動
画
に
つ
い
て

❸
行
政
改
革
推
進
実
施
計
画
書
に

つ
い
て

田
邊　

２
０
２
４
年
の

市
長
選
挙
、
市
議
会
議

員
選
挙
を
ダ
ブ
ル
選
挙

に
し
た
場
合
、
財
政
負

担
の
差
は
。

市
長　

１
３
０
０
万
円

程
度
経
費
が
削
減
で
き

る
。
割
合
と
し
て
は

26
％
の
圧
縮
。

田
邊　

投
票
率
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

投
票
率
の
低
下

は
、
民
主
主
義
の
危
機
。

全
て
の
政
治
家
は
有
権

者
の
関
心
を
集
め
、
投

票
率
が
上
が
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
書
に
つ
い
て

田
邊　

施
設
の
有
効
活

用
と
財
産
の
売
却
等
の

項
目
に
あ
る
「
遊
休
未

利
用
地
の
売
却
等
貸
付

け
」
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

売
却
に
つ

い
て
進
捗
率

は
55
％
、
貸

付
け
に
つ
い

て
収
入
額
は

年
平
均
７
０

６
万
８
千
円
。

田
邊　

順
調

に
進
ん
で
い

る
と
捉
え
て

良
い
か
。

総
務
部
長　

条
件
に
よ
っ

て
は
な
か
な

か
売
れ
な
い

土
地
も
あ
り
、

苦
戦
し
て
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
今
後
も
売
る
よ

う
に
広
報
等
も
作
り
、

推
進
し
た
い
。

令和６年度が仕上げの年になる実施計画
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金
行　

限
ら
れ
た
経
営

資
源
「
人
・
物
・
財
政
」

に
お
い
て
将
来
世
代
に

負
担
を
先
送
り
し
な
い

為
、
安
芸
高
田
市
総
合

計
画
、
財
政
計
画
、
を

踏
ま
え
た
考
え
は
。

市
長　

時
代
の
変
化
、

環
境
を
所
与
の
も
の
と

し
、
効
率
化
に
努
め
る
。

こ
れ
し
か
「
ま
ち
」
を

続
け
る
方
法
は
な
い
と

い
う
の
を
こ
の
場
で
改

め
て
、
お
伝
え
し
て
お

く
。

金
行　

令
和
６
年
度
当

初
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
、
絶
対
に
重
要

と
思
え
る
点
は
。

市
長　

３
点
あ
り
。
1

点
目
は
、
全
て
の
事
務

事
業
に
お
い
て
実
績
や

効
果
を
精
査
し
、
客
観

的
事
実
に
基
づ
い
た
上

で
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

に
見
直
す
。
２
点
目
は

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
ベ
ー
ス
に
公
共

施
設
の
運
営
経
費
や
維

持
管
理
経
費
等
を
予
算

に
織
り
込
む
。
３
点
目

は
下
水
道
料
金
改
定
な

ど
を
踏
ま
え
、
一
般
会

計
か
ら
上
下
水
道
事
業

へ
の
基
準
外
繰
出
し
を

縮
減
す
る
。

職
員
の
適
正
配
置
と

定
数
管
理

金
行　

会
計
年
度
任
用

職
員
は
ど
の
よ
う
に
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

面
接
等
行

い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

フ
ル
タ
イ
ム
そ
れ
ぞ
れ

の
職
員
を
採
用
し
て
い

る
。

教育分野において意見交換

秋
田　
（
株
）神
楽
門
前

湯
治
村
と
の
統
合
計
画

案
で
「
回
遊
性
が
向
上

す
れ
ば
経
済
面
の
効
果

が
期
待
で
き
る
」
と
あ

る
が
、
回
遊
性
に
つ
い

て
具
体
的
な
手
法
は
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長　

回
遊
性
に

は
施
設
間
の
連
携
が
必

要
で
北
の
関
宿
を
起
点

と
す
る
市
内
北
部
地
域

の
回
遊
を
目
指
す
取
り

組
み
を
進
め
、
神
楽
門

前
湯
治
村
・
た
か
み
や

湯
の
森
・
北
の
関
宿
の

一
体
的
な
運
営
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

秋
田　

指
定
管
理
者
を

統
一
し
、
収
益
性
の
向

上
を
目
指
す
た
め
に
一

体
化
体
制
の
変
更
が
必

要
と
認
識
す
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
が
収
益
性

に
ど
う
繋
が
る
の
か
。

市
長　

統
合
に
よ
り
、

人
・
物
・
金
・
経
営
支

援
が
有
効
と
な
り
、
よ

り
効
率
的
で
効
果
的
な

展
開
が
可
能
に
な
る
と

考
え
る
。

秋
田　
（
統
合
に
つ
い

て
）
従
業
員
は
、
不
安

を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
統
合
が
決
め
ら
れ

る
前
に
説
明
が
必
要
と

考
え
る
が
。

産
業
部
長　

様
々
な
事

項
の
協
議
・
調
整
を
進

め
、
従
業
員
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
様
対
等
な

立
場
で
の
統
合
を
想
定

し
て
い
る
。

回遊性についての人の流れ
（矢印が人の流れ）

金行　哲昭
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成
に

つ
い
て

❷
職
員
の
適
正
配
置
と
定
数
管
理

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
た
か
み
や
湯
の
森
運
営
協
会
の

統
合
計
画
に
つ
い
て

②
統
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て



一般
質問
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南
澤　

大
阪
、
京
都
、

宮
島
、
札
幌
、
佐
賀
と

広
が
っ
て
い
る
。
手
応

え
は
。

市
長　

総
じ
て
狙
い
ど

お
り
。
今
後
も
大
阪
の

３
市
で
公
演
が
決
ま
っ

て
い
る
。

南
澤　

安
芸
高
田
へ
呼

び
込
む
方
策
は
。

市
長　

誘
客
は
相
応
に

期
待
で
き
る
が
、
観
光

振
興
が
な
ん
と
か
な
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

南
澤　

大
阪
公
演
を
始

め
る
際
、
東
京
よ
り
近

い
分
、
集
客
が
見
込
め

る
と
あ
っ
た
が
。

市
長　

関
西
か
ら
の
誘

客
は
実
現
し
て
い
て
、

相
応
に
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
る
。

南
澤　

相
応
と
は
、
神

楽
団
の
維
持
、
湯
治
村

の
継
続
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。

市
長　
「
相
応
」
の
解

釈
、
ひ
と
つ
は
現
在
の

話
。
湯
治
村
に
毎
年
５
，

０
０
０
万
を
出
し
続
け

る
一
方
、
市
の
財
政
は

２
億
円
単
位
で
削
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
い
つ
か

出
せ
な
く
な
る
。
そ
れ

が
数
年
先

伸
ば
し
で

き
る
か
…

と
い
う
意

味
。
も
う

ひ
と
つ
は

未
来
の
可

能
性
。
指

定
管
理
料

ゼ
ロ
も
あ

り
う
る
が

ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。

た
と
え
ば

毎
晩
の
神
楽
公
演
が
可

能
か
。
ま
た
赤
字
要
因

で
あ
る
風
呂
・
客
室
・

空
き
テ
ナ
ン
ト
な
ど
を

再
構
築
す
る
ほ
ど
の
投

資
を
す
る
か
。
そ
れ
ら

は
改
め
て
神
楽
で
こ
の

ま
ち
が
生
き
て
い
く
と

い
う
覚
悟
が
必
要
だ
。

南澤　克彦
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
市
の
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て

②
高
校
支
援
（
生
徒
会
へ
の
１
０

　

０
万
円
）
に
つ
い
て

❸
神
楽
振
興
に
つ
い
て

熊
高　

教
育
の
成
果
に

つ
い
て
。

市
長　

ソ
フ
ト
面
は
特

別
支
援
教
育
の
充
実
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
、
中
高
生
へ
の
ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
配
布
。

校
務
支
援
ソ
フ
ト
導
入
、

学
校
用
務
員
配
置
な
ど

で
教
職
員
の
働
き
方
に

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
た
。

　

ハ
ー
ド
面
は
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
体
育
館

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
机

と
椅
子
の
更
新
、
今
後

は
体
育
館
の
空
調
整
備

な
ど
。
施
設
の
機
能
向

上
を
図
る
。
又
、
来
年

度
は
給
食
無
料
化
を
実

現
し
た
い
。

熊
高　

あ
き
た
か
た
焼

き
の
審
査
員
を
務
め
た
、

中
高
生
徒
会
長
の
発
言

は
大
い
に
評
価
し
て
い

る
。
一
方
、（
個
別
）

学
力
の
レ
ベ
ル
は
ど
う

か
。

教
育
長　

あ
き
た
か
た

焼
き
の
中
学
生
代
表
の

発
言
の
仕
方
、
い
わ
ゆ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
そ
れ
ら
を
含

め
て
、
今
、
私
達
は
学

力
と
捉
え
て
い
る
。
こ

こ
数
年
、
取

り
組
ん
で
い

る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
探
究
学
習
）

こ
れ
ま
で
以

上
に
学
び
方

を
身
に
つ
け

て
い
る
。

市
長　

学
力

は
大
事
。
し

か
し
本
質
的

に
大
事
な
の

は
、
そ
れ
を

ど
う
使
っ
て

何
を
す
る
か
。
例
を
伝

え
れ
ば
、
生
徒
議
会
。

立
派
な
議
論
を
展
開
し

た
。
本
市
の
教
育
は
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

熊高　昌三
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
主
要
施
策
の
推
移
に
つ
い
て

学びの成果として、その本質を見せてくれた
生徒議会の模様

ひろしま神楽大阪公演の一幕



芸北広域環境施設組合芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）（きれいセンター）

　

令
和
５
年
12
月
26
日
に

芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合

の
定
例
会
が
北
広
島
町
役

場
で
開
催
さ
れ
議
案
３
件

を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
通
り
可
決
・
認
定
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

〇
広
島
県
市
町
総
合
事
務

組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
広
島

県
市
町
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
芸
北
広
域

環
境
施
設
組
合
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
芸
北
広
域

環
境
施
設
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

認　

定

芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

�

芦
田
宏
治

�

山
本　

優

�

熊
高
昌
三

�

宍
戸
邦
夫

�

大
下
正
幸

�

ほ
か
北
広
島
町

�

議
会
議
員
３
名

ごみの減量はみんなの力で

市町負担金
　安芸高田市� 3億3191万円 　
� （前年度比　4572万円増）
　北広島町�  2億1044万円 　
� （前年度比　2958万円増）

（主な歳入）
財源不足分を財政調整基金から繰入
していたものを市町負担金の増額で
対応した。

衛生費（ごみ処理費）
　　     ６億4779万円

（前年度比　1261万円増）
　・電気料等の増

（主な歳出）
主に財政調整基金への積立額の
減少と施設補修費の減額による。

〔令和4年度決算〕

歳入総額　7億2167万円
（前年度比　2485万円減）

歳出総額　6億9229万円
（前年度比　3176万円減）

芸北広域環境施設組合監査委員意見（要旨）
〇今後のごみ分別について
　プラスチック資源循環法が、令和４年４月から施行された。現在、燃えるごみとして処理
されているプラスチック使用製品を分別収集することで燃えるごみが大幅に削減できるは
ず。分別方法について住民に対し一から説明し、分別の徹底について周知されたい。
　今後とも、安芸高田市・北広島町・芸北広域環境施設組合での連携を密にすることで情
報・意識の共有化を図ってほしい。

燃えるごみを減らそう
プラスチック製容器包装を分別しよう
　　　　　　　☞　毎週水曜日が収集日

～分別してリサイクルすることで、経済的効果も！～

分別して、ピンクの袋
（ペットボトル又はプラスチック製
容器包装専用収集袋）へ

▶シールは
　はがさなくても
　大丈夫

大（約50㍑） 30円/枚
小（約25㍑） 15円/枚 汚れた物は入れない。

ごみ総処理量  11,666ｔ
前年度比  499ｔ減少

18第80号　令和6年2月15日発行



●議会だよりは無料ビューアアプリ
　「Catalog Pocket（カタログポケット）」でも
　ご覧になれます。� 議会だより第80号へのリンク

議員表彰議員表彰

傍 聴 記傍 聴 記
　

傍
聴
記

�

吉
田
町
　
　
　
　

�

藤
田
　
政
弘

　

議
会
で
の
議
員
の
質
問
者

が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
い
つ
も

同
じ
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
し
か

質
問
を
し
て
お
ら
ず
、
た
ま

に
質
問
を
す
る
議
員
の
中
に

は
、
質
問
内
容
の
意
味
が
分

か
ら
な
い
事
も
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

議
員
が
採
決
に
な
る
と
反
対

の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
反
対
理
由
に

関
し
て
も
、
本
質
を
捉
え
ず

全
く
違
う
理
由
を
指
し
て
い

る
議
員
が
お
ら
れ
、
堂
々
巡

り
の
シ
ー
ン
を
よ
く
見
受
け

ら
れ
、
と
て
も
滑
稽
に
見
え

ま
す
。
議
員
の
持
ち
時
間
は

限
ら
れ
一
問
一
答
な
は
ず
な

の
に
、
前
置
き
の
話
が
長
す

ぎ
て
、
何
を
聞
き
た
い
の
か

分
か
ら
な
い
事
も
、
度
々
傍

聴
を
し
て
い
て
感
じ
ま
す
。

　１月31日に広島県庁にて広島県市町議会議員知事表彰式が開催され、本市議会から、金行
哲昭議員が表彰されました。この表彰は、30年以上にわたって市町議会議員として在職し、
地域振興と地方自治の向上に貢献された方に送られるものです。

※傍聴記の掲載について
・傍聴記は実際に議場に傍聴に来られた方のみ、投稿いただけます。
・政治利用される恐れがあるため、誹謗中傷・称賛問わず固有名詞の掲載はいたしません。
・掲載につきましては広報委員会、並びに発行責任者である議長と協議の上、決定いたし

ます。
・編集及び紙面の都合等で割愛・要約させていただくこともありますのでご了承ください。
・掲載させていただいた方につきましては、発行から２年間は繰り返しの掲載はいたしま

せんのでご了承ください。

表彰後の記念撮影

19 安芸高田市議会だより



議員研修議員研修

議会のうごき議会のうごき

10月～12月の議会の主な活動状況
10日	 議会運営委員会
18日	 議会広報特別委員会
20日	 臨時会
	 総務文教常任委員会
	 　　　　　　協議会
23日	 全員協議会
26日	 議会広報特別委員会
31日	 北部ブロック議員研修会

2日	 議会広報特別委員会
7日	 議会運営委員会
	 総務文教常任委員会
	 　　　　　　協議会
10日	 産業厚生常任委員会
	 　　　　　　協議会
20日	 全員協議会
27日	 議会運営委員会
	 総務文教常任委員会

4日	 産業厚生常任委員会
	 　　　　　　協議会
6日	 第4回定例会（開会）
	 議会運営委員会
	 議会広報特別委員会
	 総務文教常任委員会
	 産業厚生常任委員会
7日	 予算決算常任委員会
　　　（補正）
8日	 産業厚生常任委員会
11日	 産業厚生常任委員会
	 　　　　　　協議会
12日	 一般質問（１日目）
13日	 一般質問（２日目）
18日	 総務文教常任委員会
19日	 産業厚生常任委員会
20日	 議会運営委員会
	 全員協議会
	 総務文教常任委員会
22日	 第4回定例会（閉会）

10月 11月 12月

議会のうごき

広島県市議会議長会主催広島県市議会議長会主催
北部ブロック議員研修会に北部ブロック議員研修会に

出席しました出席しました
　10月31日三次市にて、広島県市議会議長会主催の北部ブロック議員研修会が開催さ
れ、安芸高田市から全議員が受講しました。本研修会は議員の資質の向上を図り、更な
る市民の負託に応えることができるよう、県北３市（庄原市・三次市・安芸高田市）を
対象に行われるものです。
　早稲田大学名誉教授　北川　正恭様及び早稲田大学マニフェスト研究所事務局長　中
村　健様から「住民から期待される議会になろう」を演題とし、ご講演いただきまし
た。
　「執行部は法令を前提としているから変化しづらい。市民から聞いた声を反映させ、
法令を変えていく、それが議員の仕事である。また、議会が執行部を変えていくことが
地方創生の基本理念」など地方自治の本来あるべき姿を教えていただきました。

■令和６年第１回定例会は
　２月下旬から開会を予定しています
　 ※詳細は、お太助フォンや市のホームページで
　　 お知らせいたします。

20第80号　令和6年2月15日発行



　市定例記者会見で、令和６年度の議会だよりの予算計上について説明があり、これまでの
経緯をまとめました。
� 安芸高田市議会　議長　大下　正幸　

※地方公共団体の長には予算を編成する権限（地方自治法第149条第2項）があります。これは議会に関する予算も
同様であり、議会には編成権はありません。議会は長の提出する予算案について議決を行います。

議会のうごき議会のうごき

令和６年度の議会だよりの発行予算について

10/30 市長から議会事務局
長へ口頭により連絡

「議会だより」が虚偽を含む不正確な内容であるため、新年度予算に計
上できないとの連絡を受ける。

11/２ 議会広報特別委員会
にて市長からの連絡
事項を共有

議会広報特別委員会
にて議論

議会広報特別委員会
委員長との協議

（10月30日の市長からの指摘事項）
１．※令和６年度の当初予算のうち、「議会だより」の予算は計上しな

いこととする。
２．理由は「議会だより」に間違いや虚偽が多いため。
３．異議があれば２週間以内に委員長が話に来るように。

（議論の結果）
１．議会として取り上げるべき。
２．議長名で議会運営委員会へ諮問し市長へ通知すべき。
３．予算が計上されない場合、増額修正をするべき。
４．議会基本条例第16条（議会広報の充実）に基づき、広報誌の発行は

議会として行うべき。
５．間違いが多いとのことだが、何が間違いなのか示すべき。
上記の協議結果を議長へ報告。

議会運営委員会に諮問することを決定。

11/7 議会運営委員会での
協議

市長が出張中であり、指定された２週間以内に協議をする時間が取れな
いことから、市長に対し書面を提出することとした。

11/8 市長へ書面の提出 何が間違っているのか、「嘘の掲載」について具体的な指摘と通常通り
の予算化を求めた。

11/13

市長から議会事務局
長へ口頭により連絡

議会広報特別委員会
委員長との協議

書面ではなく直接議長と議会広報特別委員会委員長が話に来るように。
書面の内容が回答になっていない。

議会広報特別委員会委員長に対し、直近の指摘事項（広報あきたかた10
月号）を確認するよう指示。

12/6 議会広報特別委員会
にて議論

11月13日の指示を受け、議事録と照らし合わせ虚偽や間違いはないと確
認した。

12/11
市長へ書面の提出 「広報あきたかた10月号で指摘された事項は質疑・答弁の食い違いと考

えられ、議事録どおり作成している観点から虚偽や間違いは確認できな
い。」と通知。

1/17
市長から議会広報特
別委員会委員長へ書
面により連絡

議会だよりの正当性に疑義があるため令和６年度分の予算が編成できな
い。面談の機会を設けるため連絡をするよう通知を受ける。

1/19

議長から市長へ書面
の提出

（要旨）１月17日付の件は議会全体での議案であるため、議会広報特別
委員会委員長ではなく議長が対応する旨通告。また、疑義に関しては
12月11日付けで回答済みである。議会だよりは議会基本条例第16条に
基づき議会に関する情報を市民に対し具体的に提供することにより、憲
法第21条が保障する市民の知る権利に奉仕するものである。発行を阻
むことは市長自ら市民の知る権利を軽んじて憲法違反及び条例違反を犯
すもので、断じて容認できない。と通知。

21 安芸高田市議会だより
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　「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
は
、

今
年
で
20
年
を
迎
え
ま
す
。
い

つ
も
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
議
会
の
活
動
状
況

を
お
伝
え
す
る
た
め
発
行
し
て

い
ま
す
。
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
作
業

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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根野少年野球クラブレッドライナーズ必勝祈願！(1月14日)吉田小　かきぞめ大会（1月9日）

保垣２区とんど祭り（1月13日）

学校運営協議会とPTAによる学校運営協議会とPTAによる
豚汁のふるまい豚汁のふるまい

今年も全員野球で今年も全員野球で
頑張ります！頑張ります！

無病息災を祈って無病息災を祈って

毎年恒例の寒稽古会毎年恒例の寒稽古会

第60回空手道寒稽古納会（1月7日）

授賞式　高宮田園パラッツォ（12月8日）授賞式　高宮田園パラッツォ（12月8日）

たつ年安全・安心記念たつ年安全・安心記念

とんど　美土里横田（1月14日）

世界人権宣言75周年記念大会世界人権宣言75周年記念大会
～第35回安芸高田市たかみや人権文芸賞表彰式～～第35回安芸高田市たかみや人権文芸賞表彰式～
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